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三熊山でスミナガシを目撃 ）
＃

淡路島では、スミナガシDichorragianesimachuenesiotesFI･uhstorferは

南淡町土生より16が得られているのみであるが､本年(1も76)9月4日午後2時すぎ､柳高

校生物部のメンバー3名と共に、洲本市の背後の三熊山（標高130碗）に採集に出掛けた際、

三熊館横の登山口より右側へ15nzあまり登った地点で、6～7頭のスミナガシがカラスザンゴ

ョウの大木の樹上を飛翔するのを目撃した。1

三熊山では、すでに1955年8月下旬に田中蕃氏が本種を目醸しており(MDKNewB40:

82－84）、また筆者が本年6月に採集に訪れた際にも右前翅を拾っているので、こ･の山に生息

することは光分考えられる。アワブキで幼虫が発見されることを期待したい。

（登日邦明）
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